らの 愛児の 看護に 骨 を 折る よりも、 風邪 を 引かせぬ 予 

防 法、 引いた ときに 昂 じさせぬ 工夫に 一倍の 頭 を 使う 

方が 合理的で ある。 

凶作の 原因 は 大体に おいて は 明白で ある。 稲の 正当 

な 発育に は 一 定量の 日照 並びに 気温の 積分 的 作用が 必 

要であって、 これが 不足 すれば 必ず 凶作が 来る。 それ 

で 年の 豊凶 を 予察す るに は 結局 その 年の 七、 八月に お 

ける 気温 や 日照の 積分 額 を 年の 初めに 予知す る ことが 

出来れば 少なくも 大体の 見当 はっくと いう ことになる _ 

気温 や 日照 を 人為的に 支配す る こと は 現在 の 科学の 

力で は 望む ことが 出来ない。 しかし 年の 初め、 例えば 



中央 気象台と その 配下に ある 海洋気象台の それで ある _ 

そこに は ともかくも 一 般 政治から 独立した 恒久的 観測 

研究の 系統が 永 い 以前から 確定され て おり、 その上に 

当代の 有名な 学者の 数々 を聚 めて いるので あるから、 

この 際 思い切って 気象台の 観測 事業の 範囲 を 徹底的に 

拡張して、 そうして 前述の ごとき あらゆる 天災の 根本 

的 研究と その 災害に 対する 科学的 方策の 綜合 的 考究に 

じ ぎ 

努力せ しめる のが 最も 時宜に 適した もので はない かと 

思われる。 そうして、 無理な 注文 かもしれ ない が もし 

出来る ことなら、 こうした 機関 はむしろ 文部省の 管轄 

から も 独立 させて、 全く 特殊な 恒久的 国家 機関と し、 



(昭和 十 年 一 月 『都 新聞』) 
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